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第1章 エコ電力研究センターの組織・活動・設備 

1. エコ電力研究センターの組織と活動 

1.1 本学における位置づけ（構成組織） 

法人名：名古屋電気学園(法人番号 231012)  

大学名：愛知工業大学 

社会連携研究プロジェクトの主体となる組織名：次世代型電力供給システムコンソシアム 

当該研究組織の代表者：（氏名）雪田 和人 (職）教授 （所属）工学部電気学科 

当該研究組織で実施する社会連携研究プロジェクト名： 

マイクログリッド導入による次世代型電力供給システムの開発 

1.2 スタッフ構成 

当大学における研究員の構成は，次世代電力供給システムを開発するために，電気エネ

ルギー，電力工学，電力系統工学を専門にする研究者から，IT などの情報工学を専門にす

る研究者で構成している。（参照：エコ電力研究センタースタッフ・執筆者一覧） 
 

1.3 主な活動 

＜国内会議＞ 
○ 平成 27 年度電気学会 電力・エネルギー部門大会  
○ 平成 27 年度電気・電子・情報関係学会東海支部連合大会 
○ 2015 年（第 33 回）電気設備学会全国大会

○ 電力技術・電力系統技術合同研究会 
○ 第 37 回風力エネルギー利用シンポジウム

○ 電子情報通信学会 2015 年ソサイエティ大会 
○ 平成 27 年度日本太陽エネルギー学会・日本風力エネルギー学会合同研究会 
○ 平成 27 年度 電気・情報関係学会北海道支部連合大会 
○ 平成 28 年電気学会全国大会 
 
＜国際会議＞ 
○ ICEE2015 (International conference on Environment and Energy)  
○ INTELEC2015(37Th International Telecommunications Energy Conference) 
○ ISETS’15 (International Symposium on EcoTopia Science 2015)  
 
＜学外活動等＞ 
○ フロンティア 21 エレクトロニクスショー 
○ システムコントロールフェア 2015 
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1.4 平成 27 年度事業成果 

平成 27 年度においては，これまでの研究活動をさらに継続発展させるとともに，産学官

の共同研究を継続実施し下記の内容を重点的に行った。 
    主な成果としては， 
 

1． これまで開発してきた分散型電源が導入された給電システムに関して，蓄電装置を利

用した最適な運用・制御方法の確立 
 

2． 電気自動車・フライホイールを使用した電力システムの実証試験の実施 
 
3． 太陽光発電・風力発電の出力予測の開発 

 
4． 家電についての交流給電と直流給電の比較検討 

 
また，本センターや実証システムに関して，事業の見学会を実施し，被災地公共団体，

海外電気メーカ，米国エネルギー省，国内電気メーカ，地元団体などから高い評価を受け

ている。 
 

1.5 平成 28 年度計画 

平成 22 年度までは，文部科学省私立大学学術研究高度化推進 社会連携研究推進事業の

5 年間 におけるプロジェクト成果を上げることにあった。プロジェクト終了に伴い，付

置研となった今後も，研究，教育，社会貢献に重点をおき，活動を実施する。 
 
○ 大学の代表的施設としての責務を負う 

     総合技術研究所のもとに，学術フロンティア，耐震実験センター，防災センターと共に

大学の代表的な研究施設として活動する 
 
○ 本センターの特色を活かした高度な研究・教育活動を推進するとともに，地域社会や産業

等に対して貢献する 
     省エネルギー，再生可能エネルギー，直流給配電などが注目される現在，プロジェクト

にて実施してきた経験を生かし，高度な研究，教育活動を実施して大学に貢献する。 
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図 平成 28 度計画概要 

 
○ マイクログリットの更なる可能性の追求を行う。 

本センターにおいて展開している｢マイクログリッド導入による次世代型電力供給シス

テムの開発｣の成果を基に，新たな研究計画の下，産学連携をさらに推進する。また，学内

におけるエネルギーマネジメントを実施するため，エネルギーマネジメントシステム

（EMS）の開発，直流給電システムの運用手法の開発を共に継続し，平成 28 年度から新

棟を用いたオンラインデマンドレスポンスの可能性について，産学連携を図り，基礎的な

検討を行う。 
 
 

 

 

 

 

 

 

平成28年度計画

文部科学省
私立大学学術研究高度化推進

社会連携研究推進事業

平成18年度～平成22年度 平成23年度～平成28年度

大学附置施設として，
産学官の共同研究を継続実施

研究

教育
社会
貢献

平成28年度

研究・教育・社会貢献に

重点をおき，大学の代表的な
施設として役割を果たし，マ
イクログリットの更なる可能

性を追求する。

新棟を用いたＥＭＳ，直流給電システ
ムの基本的な検討。
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2．エコ電力研究センターの設備 
研究施設の名称：次世代型電力供給システム開発センター 

(愛知県豊田市八草町八千草 1247 愛知工業大学内) 

● 設 備 配 置 

 

図 設備設置場所 

 

2.1 学内設備詳細 

○ 自家用発電機実験装置 

自家用発電所から，12 号館と図書館へ各 2 回線にて， 

6.6 kV にて送電線を設置。風力発電や太陽光発電に対して

安定運用するために，IT 関連機器と制御機器を組み合わせ

た装置により，直流出力を有する分散電源を連系した直流

配電マイクログリッドのデータ収集ならびに実証実験が可

能。  

 

 

12号館

図書館

太陽光発電10kW

太陽光発電10kW

ディーゼル発電所

蓄電池

ウィングレット
風車

風車10kW

マイクロ水車

水車

エコ電力研究センター
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○ １２号館屋上設置の設備 

・太陽光発電システム① 

単結晶型太陽電池発電装置 

出力：10kW 

設置傾斜：約 30 度 

 

 

・太陽光発電システム② 

多結晶型太陽電池発電装置 

出力：10kW 
設置傾斜：約 20 度 
 

 

 

・気象観測装置 

可視分光放射計・紫外分光放射計・日射量計（左写真） 

日射量計は，気象庁の認定済みと応答速度の高いシリコン型

を導入している。これにより早い動きの雲の変化も把握できる。

また，傾斜設置、水平設置、直達型も導入している。分光計で

は、紫外線領域も把握できるものとなっている。 

     ３次元風速計     気圧温度計      雲量雲底計        雨量計 

 

・ウイングレット型直線翼垂直軸型風力発電機 

低風速でも回転し，発電効率を高めるために，ウイ

ングレット翼を導入したタイプである。定格出力は

2kW 級であり，翼枚数は高速回転をするため 3 枚とし

ている。 
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○ 図書館設置の設備 

・クロスフロー水車方式・永久磁石式発電機 

1 kW の超小型の水力発電装置。1 秒間に数リッター程度の水量でも発電可

能。クロスフロー水車方式，永久磁石式発電機。

 

 

 

・鉛蓄電池 

電力用鉛蓄電池を約 160kWh 導入している。太陽光発電装置

や風力発電装置の平滑化やピークカット・シフトも実現している。 

 

 

○ エコ電力研究センター内設置の設備 

・マイクログリッドシステムの系統シミュレータ一 

太陽電池，風力発電機，燃料電池，小型電動発電機などを用

いて，小規模のマイクログリッドシステムとした装置。 

実規模で不可能な電力の安定供給に関する実験・研究を可能と

している。 

 

・大型送風機 

風速 0 ～22 m/s，風の吐き出し口径 1.8 m 。水平軸および

垂直口のさまざまなタイプの風力発電機について，風速変化に

よる発電特性試験などが可能。 

 
 

・マイクロ水力発電 

上掛け式の水車であり見た目は古典的だが，構造は最新を目

指している。発電機を水車内部へ設置をし，導入面積を削減し

ているダイレクトドライブ方式。また，発電機は極数変換型で

あり，水量が多いとき少ないときなど効率が高い運転が可能。  

・エコステーション 

小型・軽量・高密度な完全密閉型メンテナンスフリーのバッ

テリーカー。エネルギー回生機能付き。 
電気自動車コムスを用いた実証実験を行うための給電システ

ム。鉛蓄電池の他，電気二重層式コンデンサを利用した場合に

も給電システムをプログラムでの変更可能。  
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